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情報化時代とい う言葉も最早や耳新 しくな

くなった昨今、大学中央図書館の役割は如何

にあるべ きかについて、少 し私見を述べてみ

たい。

元来、図書館はそこに多数の蔵書、資料を

備え、不特定多数の人々の閲覧、貸出などの

需要に応ずることを役割としてきた。このこ

とは今 も変 りはないが、現在の図書館 はこれ

だけではその役割 を果 していることにはな

らない。今や図書館は 「情報センター」 と呼

ばれるようになり、大学図書館の使命は 「教

育」、「研究」 そのものであるとさえいわれる。

日進月歩というももどかしい科学の進歩は決 し

て待 っていてくれるものではないから、これ

らの目的 を果すためには、あらゆるテクノロ

ジーの恩恵 を受け、多数のコンピュター、フ

ァクシミリ(テ レファクスを含む)な どは も

ちろん、衛星放送 さえも利用 して情報の収集、

交換 をしなければならないであろう。稀観書

といわれる貴重な文献、資料はそれ自身の文

化的価値はもちろんであるが、それらを含め

て、収蔵だけではなく、科学、文化の創造の

運動体 となってこそ活 きるとい うものであろ

う。

どの分野でも同 じことであるが、過去 を理

解することは現在 を理解 し、将来を計画する

のに役立っ。情報センターとは正にこのよ う

な役割 を果すのに必要不可欠なものであろ う。

もとより人的にも、財政的にも、はたまた物

理的にも限 りあることを考えると、いかに効

率的 に、有用な情報センターを構築するかが

肝要である。パソコン ・ネッ トワークの進展

によって研究者自身がデータベースの豊富 な

外部の情報センターに直接、容易にアクセス

できるようになって きている。このことは研

究・者が自分のデス クから直接必要な情報 をリ

アルタイムで入手、利用で きるとい う点で、

この上 ないメリットではあるが、大学全体 と

しての観点からは果 してこのままでよいのか、

どうかよくよく考えてみる必要 があるのでは

ないだろ うか。

世は正 に情報社会、大学 とてその坪外 にあ

るわけではない。教育、研究 を使命とする大

学人にとっても有用な情報は文字通 り血 とな

り、肉となるものである。なればこそ、その

情報センターとしての大学中央図書館によせ

る期待は大きいのである。これからは、大学

淘汰の時代 といわれる。単に生 き残 るだけで

はなくて、卓越 した大学 として生 き残 ること

を考えねばならない。私自身はあまり好 きな

言葉ではないが、 「優勝劣敗」の競争社会に

生 きていることを忘れてはなるまい。情報社

会 とは正 にこのような社会である。 より良 き

大学 を目指 して、中央図書館機能の一層の充

実、発展 を期待 したい。
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